
水防災情報の発信強化 建設局

■河川監視カメラの設置拡大

➢ 令和元年東日本台風を契機に河川の状況を分かり易く
リアルタイムに伝えるため、河川監視カメラ等観測機
器の設置拡大を推進

➢ 令和６年度末までに174箇所の映像を公開。
※東京都水防災総合情報システム、東京都水防チャンネル
 （YouTube）で公開中

➢ 今後も、順次公開数を拡大予定

■調節池情報の公開

■水位周知河川等の指定拡大

➢ 新たに入間川を水位周知河川に指定（計13河川）。
河川氾濫の恐れがある際、住民の迅速な避難行動に
繋がる氾濫危険情報等を提供

➢ 今後も、指定の必要性が高い河川から順に指定拡大
を推進

▲QRコード
（東京都水防チャンネル）

▲QRコード
（東京都水防災総合情報システム）

➢ 都民の迅速な避難行動につながる河川の状況をわかり
やすく提供するため、調節池の貯留率、取水口カメラ
映像を公開開始※
※東京都水防災総合情報システム、東京都水防チャンネル（YouTube）で公開中

■東京都土砂災害危険度情報の運用開始

➢ 区市町村の警戒避難体制への支援や、都民の自主避
難に役立てていただくことを目的に、東京都土砂災
害危険度情報の運用開始

➢ 大雨による土砂災害危険度を地区別に提供、時系列
情報（危険度の推移）の表示などが可能

調節池の貯留率
時系列情報の表示

取水口のカメラ映像

地区別の危険度情報の提供

▲QRコード
（東京都土砂災害危険度情報）



排水ポンプ車の実地訓練について

実施の目的

◆東京都職員及び水防管理団体職員等による排水ポンプ車の操作習熟、連携強化

R6実施結果

令和７年度の訓練について

◆ 排水ポンプ車を有する事務所毎に操作訓練を実施予定
◆ 水防管理団体に操作訓練への参加を依頼し、合同で訓練を実施
◆ 「東京都における排水作業準備計画」を踏まえた訓練を引き続き実施予定

東京都における排水作業準備計画
に基づく関係機関連携訓練

操作訓練
（水防管理団体職員及び消防職員が参加）

建設局

【訓練参加機関】

・国土交通省
荒川下流河川事務所

・東京都
建設局河川部
第五建設事務所
第六建設事務所

・関係区
墨田区
葛飾区
江戸川区

・協定締結機関
東京都コンクリート
圧送協同組合


	スライド 0
	スライド 1

